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ＯＴＡシティ・マネジメントレポート 

 Ⅰ 大田区のプロフィールをお知らせします 

～ まちのマネジメント・メッセージ ～ 

大田区は「羽田空港と田園調布があるまち」といえばイメージが

わくでしょうか。東京都の東南部にあり、東は東京湾に面し、西と

南は多摩川を挟んで神奈川県川崎市に隣接しています。西北部の丘

陵地帯に田園調布・雪谷・久が原などの比較的緑豊かな住宅地があ

り、低地部には住宅や工場、商店が密集する商業・工業地帯が形成

され、「東京の縮図」ともいえるまちなみとなっています。 

 

区は、社会経済状況の変化に対応す

るため、平成 20 年 10 月に四半世紀

ぶりに大田区基本構想※1 を制定し、

20 年後の区の将来像を「地域力が区

民の暮らしを支え、未来へ躍動する国

際都市 おおた」と掲げました。平成

21 年 3 月には、基本計画である「おおた未来プラン 10 年」（以下「未来プラン」という。）を策定

し、「地域力」「国際都市」をキーワードに、平成 21 年度から着実に計画を推進しています。 

 

 子どもや高齢者の見守り、子育て家庭の孤立化防止など、多様化する地域の課題は、行政だけの対

応では難しく、地域が行政と連携しながら、地域の実情に即して課題に対応することで、より効果が

あがります。区は、まちづくりを進める基本的な方向として、「地域力を活かしたまちづくり」を推

進しています。 

 18 の特別出張所を地域力の拠点とし、自治会・町会、事業者や NPO などの区民活動団体と連携・

協働しながら、防犯・防災、子育て、高齢者の見守りなどの活動を行っています。地域特性を活かし

た施策を展開するため、区は、平成 21 年度から「地域力応援基金助成事業」を創設し、福祉・環境・

まちづくりなどの分野で、公共性が高く社会貢献につながる地域活動に助成し、地域力の支援を進め

ています。少子高齢化が一段と進む中、高齢者やこどもたちの生活の場である地域において、ますま

す区民活動団体の果たすべき役割は大きなものとなります。 

 

大田区は産業のまちでもあります。区内には平成25年４月時点で151の商店街があり、区民の生

活を支えています。多様化する社会環境の中で、地域コミュニティの拠点として、商店街のにぎわい

や地域の人々をつなぐ重要性は高まっています。地域の人たちが安心して買い物ができるふれあいの

場など、商店街が果たす役割は大きくなっています。また、区の産業の最大の特徴は「ものづくり」

産業の集積です。機械・金属加工を中心とした多種多様な技術を持つ企業の集積、経験豊かな職人や

洞察力のある技術者などの人的資源の蓄積は、我が国の中でもトップレベルであり、高精度で複雑な

加工ニーズへの対応や短納期化に対応できる迅速性を実現し、日本のものづくりの高付加価値を支え

ています。区は、今後も工業集積の維持・発展を図るため、国際化した羽田空港の立地を活かし、新

市場の開拓支援や新成長産業の創出に取り組むとともに、大田区のものづくりを国内だけでなく広く

海外に向けて発信していきます。 

田園調布旧駅舎 

大森ふるさとの浜辺公園 
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大田区のお勧めスポットのひとつは銭湯です。23 区で最も銭湯が多く、そのうち約 20 浴場は天

然温泉の黒湯が湧いています。黒湯は、その名のとおりコーヒーのよう

な色をしており、すべすべした肌触りが特徴です。また、大正時代の末

期から昭和の初期にかけ、尾﨑士郎、川端康成など数多くの作家が住ん

でいた馬込文士村や、多摩川台古墳群、池上本門寺などの史跡・文化財、

そして多摩川や臨海部などの水に恵まれた景観、さらに昭和の活気を感

じる商店街など、バラエティーに富んだ多くの見どころがあります。 

 

 平成２５年は、日本を訪れる外国人の数が初めて年間で一千万人を超えました。区でも、２５年度

に初めて観光庁の「ビジットジャパン」事業に参画し、海外からの誘客（インバウンド）に努めてい

るところです。２３年度から実施している「訪日外国人旅行者受入環境整備」では、２５年３月に、

外国人に日本の生活文化の一つである銭湯を体験していただくため、大田浴場連合会と連携して「外

国人向け銭湯の入り方」に関する動画やポスターを公開しました。大田区発のこの取り組みは注目を

集め、数多くのメディアで紹介されるとともに、東京都中の銭湯にも広まりつつあります。 

 平成 25 年 5 月には、区外から大田区の情報を発信する初めての拠点となる観光情報コーナーを

京急線品川駅下り線ホームに開設しました。観光情報コーナーは産業プラザ、羽田空港国際線ターミ

ナルに続き 3 か所となり、ここから大田区の魅力を発信して

います。さらに、２３年度から実施している「まちかど観光案

内所」は、２６年１月現在で１２０か所を超えています。また、

大田のモノづくりをはじめとした産業の魅力を多くの方に周

知し、来訪の機会とするために産業観光モニターツアーを実施

するとともに、工場見学者の受入に向けた事業者の取り組みを

支援しています。今後、旅行商品としてツアーが造成されるこ

とを目指していきます。 

平成２４年１２月に「第２回おおたオープンファクトリー」、２５年１０月に第１回蒲田映画祭が

実施されるなど地域での観光まちづくりの取り組みも進んでいます。 

 

 羽田空港は、平成 26 年３月末から年間発着枠が44.7

万回にまで拡大する予定となっており、うち９万回が国

際線に充てられるなど、ますますヒト・モノ・情報の往

来が活発化することが期待されています。隣接する空港

跡地について区は、特区制度を活用した産業交流施設の

整備を進め、ものづくりにおける国内外ネットワークの

拠点形成を目指しています。あわせて、景観に優れ、水

辺に囲まれた立地を活かし、区民が安らぎ、交流を育む

多目的広場などの整備を予定しており、世界に開かれた

空の玄関口の隣接地にふさわしいまちづくりを進めていきます。 

 

 平成 24 年 6 月に、新たに大田区総合体育館がオープンし、記念式典と同時に「スポーツ健康都

市宣言」を行いました。スポーツを通じた健康、地域のつながり、国を超えた交流をめざし、スポー

ツと健康づくりの推進元年となりました。 

黒湯 

産業交流施設のイメージ図 

京急線品川駅 大田区観光情報コーナー 



 
 

 
3 

ＯＴＡシティ・マネジメントレポート 

 

○大田区命名の由来 

大田区の前身である大森・蒲田の両区は、ともに昭和 7 年 10 月に、当時の東京市へ隣接する郡

町村が編入された際に設置されました。馬込、東調布、池上、入新井、大森の 5 つの町が「大森区」

に、矢口、蒲田、六郷、羽田の 4 つの町が「蒲田区」になりました。 

昭和 22 年（1947 年）3 月 15 日に、「大森区」と「蒲田区」が一緒になって誕生したのが大田

区です。その際、一文字ずつを取って命名されました。 

 

○大田区の歴史と沿革  

海と川に臨み、昔から人が住みやすく、交通の要路でもあったため、区内には、多摩川台古墳群、

池上本門寺五重塔など多くの史跡が点在しています。水止舞や禰宜（ねぎ）の舞などの伝統芸能も数

多く残されています。  

江戸期は農村、漁村で、特に海岸の大森・糀谷・羽田地区では海苔の養殖が盛んに行われました（昭

和 38 年まで存続）。東海道の街道筋にあたっていたため、人馬の往来でにぎわいました。大正期以

降、中小工場が進出し、低地部は住宅や工場が密集する商業・工業地域を形成し、京浜工業地帯の一

部となっています。台地部は、関東大震災後、住宅化が進み、田園調布、雪谷、久が原などは比較的

緑の多い住宅地です。臨海部は埋め立て地からなっており、空港をはじめトラックターミナルやコン

テナふ頭、市場など物流施設のほか、工場団地、野鳥公園など都市機能施設が整備されています。  

 
 

○大田区の面積と地勢 

区の面積は 60.42 平方キロメートルで、23 区

で第１位です。 

西北部の丘陵地帯と東南部の低地に 2 分され、

丘陵地帯はいわゆる武蔵野台地の東南端にあたり

ます。低地部は、海岸や多摩川の自然隆起と堆積に

よってできた沖積地と、それに続く埋め立て地から

なっています。海抜は、田園調布付近が最高で 42.5

メートル、南東に向かって次第に低くなり、低地部

の高いところで約 5 メートル、海岸線や埋め立て

地では約 1 メートルです。  

 

 

 

 

 

 

○区の紋章  

 

特別区長会資料

【用語解説】基本構想※１ 
急速な少子化や高齢社会の進行のほか羽田空港の国際化の動きなど、区を取り巻く環境は多岐にわたり大きく変化しました。区

は、めざすべき姿を提示するため四半世紀ぶりに新たな基本構想制定に取組み、平成 20 年 10 月 14 日大田区議会で議決され
ました。基本構想は、20 年後の大田区のめざすべき将来像を「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市 おお
た」と掲げました。今後の大田区のまちづくりの方向性を明らかにした、区の最も基本となる考え方を示すものであり、区民と

区政の共通の目標として、今後の区政運営の指針となるものです。 
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○区の紋章  

区の紋章は“大”と“田”の 2 字を図案化、昭和 27 年に制定されました。デザイン

は、広く区民から公募し、1,429 点の作品の中から選ばれたものです。 

 

○平和のシンボルマーク  

 区は、恒久の平和を願って、昭和 59 年 8 月 15 日に平和都市宣言を行いました。戦

争の悲惨さを再認識し、平和への思いを新たにするためのシンボルマークを昭和 63 年

に制定しました。デザインは、区民からの公募により選ばれました。 

 

○区の木「クスノキ」 

昭和 51 年に区の木として制定されました。常緑の葉は陽光に美しく映え、成長が早く、

そのたくましい樹形は風格ある高木となります。まさに発展する大田区を象徴する木と

いえます。 

 

○区の花「ウメ」 

クスノキと同様に昭和 51 年に区の花として制定されました。古くから区の土地にな

じみ、歴史的な由緒も深いウメ。花は清楚にして気品に満ち、早春、寒さに負けず咲く

その姿は、若い世代が多い大田区には特にふさわしいものです。 

 

○区の鳥「ウグイス」 

梅の咲く早春を告げる鳥として昔から人々に親しまれており、独特の澄んださえずり

は自然の尊さを感じさせます。区の自然保護のシンボルとして平成 2 年に制定されまし

た。  

 

○大田区歌 

大田区歌昭和 29 年に歌詞を公募し、我が国を代表する作詞家、作曲家である高橋掬太郎、山田耕

筰らの審査により、当時東雪谷在住だった 26 歳の女性の案が採用されました。それをもとに高橋掬

太郎が歌詞を修正し、山田耕筰により作曲されました。 

 

 

 

○世帯と人口 

男性 女性 計

平成25年4月1日現在 361,857 698,367 341,223 338,969 680,192 18,175
平成20年4月1日現在 339,229 687,281 337,148 332,526 669,674 17,607
平成15年4月1日現在 315,542 663,856 326,421 321,824 648,245 15,611

世帯数 人口総数
日本人 人口

外国人 人口
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区長政策室 政策課 政策担当係長/秘書担当係長

秘書課長 [秘書担当係長]（再掲）

区民の声課 区民の声担当係長/区政サポーター担当係長/福祉オンブズマン担当係長

広報課 広報担当係長

計画財政部 計画財政課 計画担当係長/財政担当係長

計画調整担当課長 [計画担当係長]（再掲）

参事（計画調整担当） 経営改革担当課長 [計画担当係長]（再掲）

情報システム課 情報システム担当係長

施設管理課 計画調整担当係長/施設管理担当係長/管理係

施設整備担当課長 [計画調整担当係長/施設管理担当係長/管理係]（再掲）

総務部 総務課 経営計画担当係長/法規・情報公開担当係長

/文書担当係長/庁舎管理担当係長/検査担当係長/総務係

人権推進課 人権・同和対策担当係長

男女平等推進課 男女平等推進担当係長

人事課 調査企画担当係長/給与担当係長/健康管理担当係長/福利担当係長

/勤労担当係長/人材育成担当係長/服務監察担当係長/人事係

/職員担当係長（特別区人事・厚生事務組合、特別区競馬組合派遣）

人材育成担当課長 [調査企画担当係長/人材育成担当係長]（再掲）

服務監察担当課長 [服務監察担当係長]（再掲）

副参事 (勤労担当)

副参事 (特別区人事・厚生事務組合派遣）

副参事 (特別区競馬組合派遣）

経理管財課 契約担当係長/土地対策担当係長/管財・配車担当係長

/土地対策担当係長（大田区土地開発公社派遣）

区 副

区 地域振興部 地域振興課 地域振興担当係長/区民施設担当係長/区民協働担当係長

/国際都市担当係長/多文化共生担当係長/文化担当係長/統計調査係

長 長 参事（多文化共生担当） /区民施設担当係長（臨海部広域斎場組合派遣）

/文化振興担当係長（(公財)大田区文化振興協会派遣）

消費者生活センター/消費者相談担当係長

地域力・国際都市 区民協働担当課長 [区民協働担当係長]（再掲）

　         担当部長 区民活動支援施設蒲田

国際都市担当課長 [国際都市担当係長/多文化共生担当係長/文化担当係長]（再掲）

多文化共生推進センター

副参事 (文化振興担当)

副参事 (臨海部広域斎場組合派遣）

防災・危機管理 防災課 防災担当係長

　　　　担当部長 災害対策担当課長 [防災担当係長]（再掲）

生活安全・

　　危機管理担当課長 [防災担当係長]（再掲）

特別出張所 【大森東、大森西、入新井、馬込、池上、新井宿、嶺町、田園調布、鵜の木、久が原、

雪谷、千束、糀谷、羽田、六郷、矢口、蒲田西、蒲田東】

副所長/住民サービス担当係長/地域力推進係

区民センター（萩中集会所を含む）

大森東地域センター

文化センター

池上会館

区民部 戸籍住民課 経営計画担当係長/戸籍担当係長/住民担当係長/管理係

課税課 課税担当係長/管理係/税務事務調整係

納税課 収納推進担当係長

国保年金課 国保料収納担当係長/国保年金システム担当係長/管理係/国保資格係/国保給付係

/後期高齢者医療資格係/後期高齢者医療給付係/後期高齢者医療収納係/年金係

/後期高齢者医療担当係長（東京都後期高齢者医療広域連合派遣）

後期高齢者医療 [後期高齢者医療資格係/後期高齢者医療給付係/後期高齢者医療収納係]（再掲）

　　　　　　　担当課長

産業経済部 産業振興課 工業振興担当係長/商業振興担当係長/管理係/融資係

/産業振興担当係長（(公財)大田区産業振興協会派遣）

参事（ (公財)大田区

　　　　　産業振興協会派遣） 観光課 観光振興担当係長

副参事 (海上観光担当)

 

区の組織図（平成 25 年 4 月 1 日） 
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福祉部 福祉管理課 調整担当係長/法人指導担当係長/援護係

法人指導担当課長 ［法人指導担当係長］（再掲）

参事（連絡調整担当） 副参事 (（福）大田区社会福祉協議会派遣)

副参事 (（福）東京都知的障害者育成会派遣）

副参事 (（福）大田幸陽会派遣）

副参事 (（福）池上長寿園派遣)

高齢福祉課 高齢者支援担当係長（老人いこいの家）

介護保険課 介護保険担当係長

介護基盤担当課長 [介護保険担当係長]（再掲）

障害福祉課 障害者支援担当係長

障害者就労支援センター

障害者施設計画 [障害者支援担当係長/障害者就労支援センター]（再掲）

　　　　　　　　担当課長

生活福祉担当部長 大森地域福祉課 高齢者地域支援担当係長/障害者地域支援担当係長/介護保険担当係長/管理係
(大田区福祉事務所長) /歯科衛生担当係長

調布地域福祉課 高齢者地域支援担当係長/障害者地域支援担当係長/介護保険担当係長/管理係

/歯科衛生担当係長
　 蒲田地域福祉課 高齢者地域支援担当係長/障害者地域支援担当係長/介護保険担当係長/管理係

/栄養担当係長

糀谷･羽田地域福祉課 高齢者地域支援担当係長/障害者地域支援担当係長/介護保険担当係長/管理係

大森生活福祉課 面接相談担当係長/自立支援促進担当係長/相談係/生活福祉第一係

/生活福祉第二係/生活福祉第三係/生活福祉第四係/生活福祉第五係

調布生活福祉課 相談係/生活福祉第一係/生活福祉第二係/生活福祉第三係

蒲田生活福祉課 生活福祉調整担当係長/面接相談担当係長/自立支援促進担当係長/相談係

/生活福祉第一係/生活福祉第二係/生活福祉第三係/生活福祉第四係

/生活福祉第五係/生活福祉第六係/生活福祉第七係/生活福祉第八係

生活福祉調整担当課長 [生活福祉調整担当係長/（蒲田生活福祉課）自立支援促進担当係長

/（蒲田生活福祉課）生活福祉第五係/生活福祉第六係/生活福祉第七係/生活福祉第八係]（再掲）

糀谷･羽田生活福祉課 相談係/生活福祉第一係/生活福祉第二係/生活福祉第三係

新蒲田福祉センター 管理係/機能訓練係/知的障害者作業室/視覚障害者図書係

上池台　 管理係/機能訓練係/身体障害者作業室/知的障害者作業室

　　障害者福祉会館

保健所 保健衛生課 経営計画担当係長/保健予防担当係長/保健衛生担当係長/庶務係/地域医療連携係

副参事（保健医療担当）

保健予防担当課長 [保健予防担当係長](再掲）

次長 生活衛生課 医薬担当係長/環境衛生担当係長/食品衛生担当係長/衛生検査担当係長/管理係

健康づくり課 健康づくり担当係長

参事(保健福祉調整担当） 大森地域健康課 歯科衛生担当係長/業務係/健康事業係

調布地域健康課 歯科衛生担当係長/業務係/健康事業係

蒲田地域健康課 歯科衛生担当係長/栄養担当係長/業務係/健康事業係

糀谷･羽田地域健康課 歯科衛生担当係長/栄養担当係長/業務係/健康事業係

　　　　

こども家庭部 子育て支援課 経営計画担当係長/子育て支援担当係長/こどもサポート担当係長

/施設担当係長/こども医療係/児童育成係

児童館

共同利用施設（大森東四丁目センター）

こども発達支援 ［子育て支援担当係長］（再掲）

担当課長

副参事 (計画調整担当)

副参事 (待機児担当)

子ども家庭 キッズな洗足池担当係長/キッズな蒲田担当係長/地域子育て推進係/相談調整係

　　　　支援センター

保育サービス課 サービス推進担当係長/保育指導担当係長/保育職員担当係長

/管理係/入園事務係

保育園/看護担当係長

こども発達センター 療育支援担当係長/管理係/療育相談係

         わかばの家

まちづくり推進部 まちづくり管理課 まちづくり企画担当係長/空港まちづくり担当係長/都市計画担当係長/開発指導担当係長

参事（企画調整担当） 交通企画担当課長 [まちづくり企画担当係長]（再掲）

空港まちづくり担当部長 空港まちづくり担当課長 [空港まちづくり担当係長]（再掲）

空港基盤担当課長 [空港まちづくり担当係長]（再掲）

参事（空港・まちづくり担当） 都市計画担当課長 [都市計画担当係長/開発指導担当係長]（再掲）

再開発担当部長 都市開発課 地域整備担当係長/防災まちづくり担当係長

蒲田再開発担当課長 [地域整備担当係長]（再掲）

副参事 (蒲田再開発担当)

大森再開発担当課長 [地域整備担当係長]（再掲）

防災まちづくり担当課長 [防災まちづくり担当係長]（再掲）

建築調整課 建築調整担当係長/建築相談担当係長/監察担当係長/地域道路整備担当係長

建築審査課 管理調査担当係長/建築審査担当係長/構造審査担当係長/設備審査担当係長

建築審査担当課長 ［建築審査担当係長/構造審査担当係長/設備審査担当係長］(再掲）

住宅課 住宅担当係長
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都市基盤整備部 都市基盤管理課 計画調整担当係長/地域交通対策担当係長/道路台帳・認定担当係長

/道路・河川・公園管理担当係長/境界担当係長

臨海部基盤担当課長 [計画調整担当係長]（再掲）

参事（都市基盤施設 都市基盤施設 [道路台帳・認定担当係長/道路・河川・公園管理担当係長/境界担当係長]（再掲）

　　　　　　　　　　活用担当） 　　　　　　　担当課長

建設工事課 技術調査担当係長/都市整備用地担当係長/工事担当係長

副参事 (土木工事担当)

大森まちなみ維持課 事業管理担当係長/道路・河川管理担当係長/公園管理担当係長/自転車対策担当係長

調布まちなみ維持課 事業管理担当係長/道路・河川管理担当係長/公園管理担当係長/自転車対策担当係長

蒲田まちなみ維持課 事業管理担当係長/道路・河川管理担当係長/公園管理担当係長/自転車対策担当係長

糀谷・羽田 事業管理担当係長/道路・河川管理担当係長/公園管理担当係長/自転車対策担当係長

　　　まちなみ維持課

連続立体事業本部 連続立体事業課 連続立体担当係長/連続立体再開発担当係長/連続立体用地担当係長

連続立体事業 [連続立体再開発担当係長]（再掲）

　　再開発担当課長

環境清掃部 環境清掃管理課 経営計画担当係長/勤労調整担当係長/清掃リサイクル担当係長/庶務係/廃棄物指導係

/清掃担当係長（東京二十三区清掃一部事務組合派遣）

副参事 (東京二十三区清掃一部事務組合派遣)

参事（環境計画推進担当） 環境保全課 環境推進担当係長/地球温暖化・エネルギー対策担当係長/環境調査指導担当係長

地球温暖化 [地球温暖化・エネルギー対策担当係長]（再掲）

　・エネルギー対策担当課長

大森清掃事務所 管理係/作業係

調布清掃事務所 管理係/作業係

蒲田清掃事務所 管理係/作業係

多摩川清掃事業所 管理係/作業係

参事(東京二十三区清掃一部事務組合派遣)

会計管理者 財務会計システム担当係長/審査担当係長/庶務係/出納係

（会計管理室）

教

育 教

委 育 教育総務部 教育総務課 経営計画担当係長/施設担当係長/私学行政担当係長/庶務係

員 長 副参事 (教育施設担当)

会 学務課 特別支援教育担当係長/就学相談担当係長/校外施設整備担当係長

/学校運営係/学事係/保健給食係

校外施設管理事務所（伊豆高原学園、野辺山学園）

指導課 指導主事/学校職員担当係長/管理係/教職員係

副参事

学校職員担当課長 [学校職員担当係長/管理係/教職員係]（再掲）

教育センター 指導主事/教育相談担当係長

幼児教育センター 指導主事/幼児教育担当係長

教育地域力・ 社会教育課 社会教育担当係長/施設活用担当係長/教育地域力推進担当係長

  スポーツ推進担当部長 /国体担当係長/スポーツ推進担当係長/青少年担当係長/管理係

平和島ユースセンター

スポーツ推進担当課長 [国体担当係長/スポーツ推進担当係長]（再掲）

副参事 (国体担当)

副参事 (（財）大田区体育協会派遣)

大田図書館 図書館担当係長

郷土博物館/文化財・学芸担当係長

選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局 選挙担当係長

監査委員 監査事務局 監査担当係長

議　会 議会事務局 次長 庶務調査担当係長/議事担当係長

 


